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１／１付

現勢
月間目標

９／１付
現勢

9/4現在

西尾久 277 10 272 1

東尾久１ 122 5 122 0

東尾久２ 180 7 182 0

荒　 川 256 9 252 1

町屋北 173 6 184 0

町屋南 175 7 166 3

日暮里１ 159 6 142 0

日暮里２ 185 8 190 0
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事業所 159 5 131 12

直　 属 191 160 1

合　計 1,997 70 1,971 18

主婦の会 367 15 371 0

青年部 66 4 57 2

荒友会 188 11 165 2
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ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
で
18
人
加
入

秋
の
拡
大
月
間
始
ま
る

第３次行動日

９月27日（火）・28日（水）

第４次行動日

10月４日（火）・５日（水）

※５日（水）中間決起集会

第５次行動日

10月13日（木）・14日（金）

第６次行動日

10月20日（木）・21日（金）

第７次行動日

10月26日（水）・27日（木）

本部登録日

９月30日（金）

10月31日（月）

打上式

11月４日（金）

９
月
４
日
（
日
）
夏
の
大
学
集
会
・
秋
の
拡

大
決
起
集
会
が
の
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
に
て

開
催
さ
れ
た
。

学
習
会
で
は
緊
急
事
態
条
項
に
つ
い
て
聖
学

院
大
学
の
石
川
裕
一
郎
教
授
の
講
演
か
ら
は
じ

ま
り
、
９
月
ス
タ
ー
ト
の
ど
け
ん
地
震
共
済
に

つ
い
て
も
学
ん
だ
。
決
起
集
会
は
日
暮
里
一
分

会
の
経
験
報
告
で
始
ま
り
、
続
い
て
船
橋
書
記

長
か
ら
方
針
提
案
が
さ
れ
た
。
全
分
会
達
成
に

向
け
意
思
統
一
し
、
２
か
月
間
の
秋
の
拡
大
行

動
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
だ
。

文
・
写
真
＝
堀
井
龍
二
記
者
（
日
暮
里
一
）

初
め
て
の
広
島
は
と
て
も
暑

く
、
71
年
前
の
原
爆
が
投
下
さ

れ
た
日
も
同
じ
よ
う
に
晴
れ
て

い
た
そ
う
で
、
「
こ
ん
な
に
暑

か
っ
た
の
か
？
」
と
思
い
ま
し

た
。
８
時
15
分
に
行
わ
れ
た
黙

祷
で
は
、
職
業
柄
現
場
で
建
設

職
人
達
と
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん

伊藤 貴司さん
（東尾久一）

と
に
か
く
暑
い
広
島
。
新
幹

線
を
降
り
た
時
も
、
街
に
出
た

時
も
、
常
に
感
じ
る
の
は
そ
の

暑
さ
。
世
界
大
会
の
会
場
に
辿

り
着
く
ま
で
に
ど
れ

だ
け
の
汗
を
か
い
た

か
…
。

初
め
て
の
原
水
爆

禁
止
世
界
大
会
へ
の

参
加
で
す
が
、
ま
ず

大
会
の
大
き
さ
、
人

の
多
さ
、
そ
し
て
今

ま
で
無
関
心
す
ぎ
た
自
分
に
情

け
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

正
直
、
昔
の
事
、
他
人
事
の

よ
う
に
思
っ
て
い
た
核
が
、

今
、
あ
ま
り
に
身
近
に
感
じ

る
。
だ
ん
だ
ん
と
核
の
恐
ろ
し

さ
が
わ
か
っ
て
く
る
自
分
が
い

ま
し
た
。
も
し
か
す
る
と
自
分

と
同
じ
よ
う
に
核
を
「
他
人
事

の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
人
も
た

く
さ
ん
い
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
思
い
ま
し
た
。
被
爆
者
の
話

ど
だ
っ
た
の
で
、
平
和
式
典
の

会
場
で
黙
祷
を
捧
げ
た
時
は
い

つ
も
と
は
違
い
、
心
な
し
か
原

爆
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
方
た

ち
を
よ
り
身
近
に
感
じ
た
気
が

し
ま
し
た
。

分
科
会
で
は
多
く
の
団
体
の

代
表
の
方
の
活
動
を
聞
く
こ
と

が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
平

和
運
動
の
取
組
み
が
あ
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。

原
爆
資
料
館
で
は
被
爆
者
の

方
の
生
の
声
を
聴
き
、
「
核
を

持
た
な
い
、
持
た
せ
な
い
」
と

い
う
考
え
に
強
く
賛
同
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

小谷野浩享さん
（日暮里一）

被
爆
者
の
声
を
聴
き

悲
惨
さ
を
感
じ
た

核
廃
絶
の
考
え
に

強
く
賛
同

を
直
接
聞
け
た
分
科
会
や
、
原

爆
資
料
館
を
観
て
、
ま
す
ま
す

原
爆
の
悲
惨
さ
を
目
の
当
た
り

に
し
ま
し
た
。
昔
に
読
ん
だ

「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
の
世
界
以

上
の
も
の
で
し
た
。
今
、
も
し

も
核
戦
争
が
起
き
て
し
ま
っ
た

ら
、
そ
の
威
力
は
１
千
倍
以
上

核
を
廃
絶
し
平
和
な
世
界
に

原
水
禁
広
島
世
界
大
会
参
加
者
報
告

と
言
わ
れ
て
い
る
な
か
、
戦
争

の
抑
止
力
と
は
い
え
、
な
ぜ
核

を
保
持
し
て
い
く
の
か
…
。
３

日
間
で
は
と
て
も
学
び
き
れ
な

い
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

関
心
を
持
ち
、
も
っ
と
知
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
貴

重
な
３
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

資料館で核の悲惨さを

先
の
参
議
院
選
で
は
改
憲
勢

力
が
議
席
を
拡
大
し
た
も
の

の
、
世
論
調
査
で
は
多
く
の
国

民
は
改
憲
に
懐
疑
的
で
あ
る
。

今
回
の
学
習
会
で
は
聖
学
院

大
学
教
授
の
石
川
裕
一
郎
教
授

よ
り
緊
急
事
態
条
項
に
つ
い
て

の
講
演
を
受
け
た
。

緊
急
事
態
条
項
が
盛
り
込
ま

れ
れ
ば
、
大
規
模
災
害
時
に
人

様
の
車
両
を
動
か
す
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
国
会
議
員
が
い
る

よ
う
だ
が
、
災
害
対
策
基
本
法

で
は
市
区
町
村
の
判
断
で
災
害

を
拡
大
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
れ
ば
、
施
設
や
個
人

の
財
物
で
あ
っ
て
も
除
去
で
き

る
と
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

そ
れ
だ
け
が
全
て
で
は
な
い

が
、
緊
急
事
態
条
項
の
必
要
性

は
現
在
の
と
こ
ろ
、
多
く
の
憲

法
学
者
や
専
門
家
が
不
要
と
判

断
し
て
い
る
そ
う
だ
。

さ
て
続
い
て
、
秋
の
拡
大
決

起
集
会
だ
が
、
日
暮
里
一
分
会

の
椿
分
会
長
の
経
験
報
告
か
ら

始
ま
っ
た
。
新
加
入
者
に
対
し

て
、
し
っ
か
り
と
組
合
活
動
に

つ
い
て
加
入
時
に
伝
え
き
る
こ

と
で
、
分
会
の
活
動
に
理
解
を

示
し
、
協
力
者
へ
と
な
る
こ
と

が
多
い
と
の
こ

と
。
た
だ
し
、

基
本
は
組
合
員

が
楽
し
く
活
動

で
き
る
分
会
で

あ
る
こ
と
が
大

切
。秋

の
月
間
に

お
け
る
支
部
目

標
は
70
人
だ
が
、
８
月
27
日
以

降
、
す
で
に
18
人
が
加
入
し
て

い
る
。

船
橋
書
記
長
の
方
針
提
案
で

は
、
「
社
会
保
険
の
未
加
入
問

題
も
最
終
盤
を
迎
え
る
。
こ
の

秋
が
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
と
考
え

日
中
の
事
業
所
訪
問
を
積
極
的

に
行
い
、
既
加
入
事
業
所
へ
は

法
定
福
利
費
の
請
求
運
動
へ
踏

み
出
す
事
業
主
を
増
や
す
月
間

へ
」
と
提
案
さ
れ
た
。

拡
大
月
間
の
中
枢
と
な
る
増

山
組
織
部
長
は
、
「
拡
大
は
組

合
の
組
織
そ
の
も
の
を
守
る
だ

け
で
な
く
、
組
合
員
の
要
求
を

実
現
す
る
た
め
の
要
で
あ
る
。

多
く
の
仲
間
の
協
力
が
無
け
れ

ば
、
達
成
で
き
ま
せ
ん
」
と
語

っ
た
。

組
合
に
入
る
人
を
探
す
の
は

も
ち
ろ
ん
、
労
災
や
社
会
保
険

な
ど
の
手
続
き
で
困
っ
て
い
る

方
が
居
た
ら
す
ぐ
に
支
部
へ
連

絡
を
お
願
し
ま
す
。
11
月
４
日

の
打
上
式
で
は
全
分
会
が
達
成

し
て
乾
杯
を
し
よ
う
。

経験報告をする椿分会長

緊急事態条項について語る石川裕一郎先生



お れ た ち ( 2 )

講
師
の
井
上
さ
ん
は
、
日
中

全
面
戦
争
の
契
機
と
な
っ
た
、

盧
溝
橋
事
件
（
一
九
三
七
年
七

月
七
日
）
を
話
す
前
に
、
日
本

に
よ
る
中
国
侵
略
の
歴
史
に
触

２０１６年９月１０日 第５７５号

【
仕
事
対
策
部
発
】
７
月

22
日
（
金
）
に
仕
事
対
策
部

会
に
て
、
「
ベ
ル
ト
サ
ン
ダ

ー
を
利
用
し
た
包
丁
研
ぎ
」

の
学
習
会
を
、
足
立
支
部
よ

り
村
上
技
術
対
策
部
長
を
講

師
に
お
招
き
し
開
催
し
た
。

参
加
者
は
技
術
対
策
部
長

の
他
に
、
各
分
会
の
代
表
を

合
わ
せ
て
22
人
と
な
っ
た
。

今
回
の
学
習
会
は
全
て
の

参
加
者
が
は
じ
め
て
の
体
験

で
、
「
本
当
に
こ
ん
な
物
で

包
丁
が
研
げ
る
の
か
？
」
と

半
信
半
疑
の
状
態
で
し
た
。

ま
ず
は
百
聞
は
一
見
に
し

か
ず
と
い
う
こ
と
で
、
村
上

部
長
の
実
演
で
す
。
研
ぐ
前

の
包
丁
で
ビ
ニ
ー
ル
を
切
っ

て
み
ま
す
。
切
れ
味
と
し
て

は
度
々
引
っ
掛
か
る
よ
う
に

切
れ
て
い
く
。
そ
の
包
丁
を

ベ
ル
ト
サ
ン
ダ
ー
で
研
ぎ
、

仕
上
げ
に
は
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
砥
石
で
研
ぐ
。
だ
い
た

い
５
分
程
度
の
作
業
で
し
た

が
、
先
程
の
ビ
ニ
ー
ル
は
引

っ
掛
か
る
こ
と
な
く
ス
ム
ー

ズ
に
切
れ
た
。
次
に
、
大
橋

さ
ん
（
事
業
所
）
が
持

参
し
た
包
丁
で
村
上
部

長
の
指
導
の
も
と
研
い

で
み
る
と
、
い
と
も
簡

単
に
仕
上
が
っ
た
。
難

し
い
技
術
で
は
な
く
、

ち
ょ
っ
と
し
た
「
コ

ツ
」
さ
え
掴
め
ば
、
誰

で
も
効
率
的
に
研
げ
て

し
ま
う
よ
う
で
す
。

村
上
部
長
は
建
築
士

事
務
所
を
経
営
し
て
お

り
、
現
場
作
業
の
合
間

に
、
各
ご
家
庭
の
包
丁
を
サ

ー
ビ
ス
で
研
ぎ
、
財
布
の
ひ

も
を
握
る
奥
様
の
心
を
が
っ

ち
り
掴
み
、
仕
事
確
保
に
も

活
用
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

包
丁
研
ぎ
学
習
会
開
催

ベ
ル
ト
サ
ン
ダ
ー
で
効
率
化
図
る

ｰ盧溝橋事件勃発と南京事件の真実ｰ

れ
ま
し
た
。

一
九
三
一
年
九
月
一
八
日
、

関
東
軍
の
謀
略
に
よ
っ
て
起
こ

っ
た
、
満
州
事

変
の
発
端
と
な

る
鉄
道
爆
破
事

件
。
関
東
軍
は

こ
れ
を
中
国
軍

に
よ
る
犯
行
と

発
表
す
る
こ
と

で
、
満
州
に
お

け

る

軍

事

展

開
、
占
領
の
口

実

と

し

た

。

（
日
本
が
ポ
ツ

ダ
ム
宣
言
受
諾

す
る
ま
で
の
一

五
年
戦
争
の
始
ま
り
）

一
九
三
二
年
九
月
一
六
日
、

撫
順
炭
鉱
を
警
備
す
る
日
本
の

守
備
隊
が
、
ゲ
リ
ラ
掃
討
作
戦

の
際
に
平
頂
山
集
落
の
住
民
が

殺
傷
さ
れ
た
事
件
。
四
〇
〇
～

八
〇
〇
人
（
日
本
説
）
三
・
〇

〇
〇
人
（
中
国
説
）

一
九
三
三
年
二
月
二
四
日
、

日
支
紛
争
に
関
す
る
国
際
連
盟

調
査
委
員
会
の
報
告
書
に
基
づ

き
、
国
際
連
盟
は
満
州
国
の
主

権
は
支
那
（
中
国
）
に
属
す
る

と
さ
れ
、
日
本
軍
の
撤
収
が
勧

告
さ
れ
た
。

西
安
事
変
の
平
和
的
解
決

（
一
九
三
六
年
一
二
月
二
五

日
）
中
国
共
産
軍
と
も
コ
ン
タ

ク
ト
の
あ
る
、
張
学
良
に
よ
る

中
国
国
民
政
府
首
相
、
蒋
介
石

【
日
暮
里
一

・
堀
井
龍
二
記

者
】
８
月
１
日

（
月
）
～
７
日

（
日
）
ま
で

「
原
爆
と
人
間

展
」
が
、
町
屋

文
化
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
広
場

に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

71
年
前
の
広

島
・
長
崎
で
の

被
害
、
原
爆
・

核
兵
器
の
被
害

や
、
被
爆
の
実
相
を
伝
え
、
と

も
に
考
え
る
機
会
に
と
、
荒
川

原
水
協
（
荒
川
支
部
も
参
加
）

が
行
っ
て
い
ま
す
。

会
場
に
は
、
第
五
福
竜
丸
の

水
爆
実
験
で
の
被
害
、
爆
風
や

放
射
能
な
ど
の
原
爆
の
威
力
に

つ
い
て
の
解
説
の
パ
ネ
ル
や
被

爆
者
の
被
爆
直
後
の
写
真
な
ど

約
30
点
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
他
に
も
、
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
ビ
デ
オ
上
映
会
を
無

料
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。

来
場
者
は
３
０
０
人
を
超

え
、
核
廃
絶
署
名
の
協
力
も
お

願
い
し
ま
し
た
。

核
の
被
害
を
訴
え
る
パ
ネ
ル

に
は
被
爆
者
の
谷
口
稜
曄
（
た

に
ぐ
ち
・
す
み
て
る
）
さ
ん
の

背
中
が
真
っ
赤
に
た

だ
れ
た
写
真
が
あ
り

「
私
は
核
兵
器
が
こ

の
世
か
ら
無
く
な
る

ま
で
死
ね
な
い
」
と

書
い
て
あ
っ
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。

核を考える機会に
原爆と人間展を開催

谷口さんのパネル

熱心に聞き入る参加者

拉
致
事
件
。
共
産
党
の
周
恩
来

の
調
停
で
釈
放
、
国
共
両
党
の

和
解
、
内
戦
の
停
止
、
抗
日
統

一
戦
線
が
構
築
さ
れ
た
。

盧
溝
橋
事
件
で
特
筆
す
べ
き

こ
と
は
、
日
本
軍
の
夜
間
演
習

の
中
止
を
求
め
た
中
国
側
の
抗

議
を
、
無
視
し
て
夜
間
演
習
を

強
行
し
た
こ
と
に
あ
る
。
当
時

は
一
触
即
発
と
い
う
べ
き
危
険

な
状
態
で
、
軍
事
衝
突
が
起
き

て
当
然
と
言
え
る
状
況
で
あ
っ

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
夜
間
演

習
は
続
行
さ
れ
、
発
砲
事
件
を

契
機
に
衝
突
、
こ
の
事
件
は
起

こ
る
べ
く
し
て
お
き
た
。

盧
溝
橋
事
件
の
事
後
、
日
本

軍
と
中
国
軍
の
間
で
停
戦
協
定

が
成
立
し
た
が
、
日
本
政
府
と

軍
中
枢
拡
大
派
は
兵
員
の
増
派

を
決
定
し
た
。

「
支
那
軍
の
暴
戻
（
ぼ
う
れ
い

乱
暴
で
道
理
に
反
す
る
こ

と
）
を
膺
懲
（
よ
う
ち
ょ
う
・

打
ち
殺
す
こ
と
）
し
以
て
南
京

政
府
の
反
省
を
促
す
為
今
や
断

固
た
る
措
置

を

と

る

」

（
「
盧
溝
橋

事
件
に
関
す

る

政

府

声

明
」
一
九
三

七
年
八
月
一

五
日
）

日
本
軍
の

増

派

に

よ

り
、
戦
局
は

全
面
戦
争
に

突
入
し
た
。

短
期
決
戦
に

臨
む
日
本
に

対
し
て
、
中

国
は
持
久
戦
法
で
臨
み
戦
局
は

拡
大
し
た
。

蒋
介
石
は
「
二
つ
の
国
が
戦

争
を
始
め
れ
ば
本
来
政
治
的
中

心
地
を
占
領
す
る
の
が
主
眼
と

な
る
が
、
中
国
に
対
し
て
作
戦

す
る
場
合
に
は
た
と
え
武
力
で

首
都
を
占
領
し
て
も
、
中
国
の

死
命
を
制
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
い
っ
た
。
（
一
九
三
四

年
一
二
月
）

事
態
は
急
速
な
戦
局
の
拡
大

で
兵
糧
も
滞
り
、
戦
闘
糧
食
の

欠
乏
で
組
織
的
な
現
地
調
達

（
略
奪
）
も
行
っ
た
。

ま
た
、
戦
闘
の
進
捗
と
と
も

に
捕
虜
の
数
も
驚
異
的
に
増
え

続
け
た
が
、
部
隊
内
部
通
達
に

よ
っ
て
、
捕
虜
の
虐
殺
が
命
じ

ら
れ
た
。
当
時
の
師
団
長
ら
の

日
記
に
も
こ
う
記
さ
れ
て
い

る
。
「
大
体
捕
虜
に
は
せ
ぬ
方

針
な
れ
ば
、
片
端
よ
り
片
付
く

る
こ
と
と
な
し
た
れ
共
・
・

・
」
、
「
後
に
至
り
て
知
る
処

に
依
り
て
佐
々
木
部
隊
丈
に
て

処
理
せ
し
も
の
約
一
万
五
千
・

・
・
・
」
、
「
此
七
八
千
人
之

を
片
付
く
る
に
は
相
当
大
な
る

壕
を
要
し
・
・
」
（
中
島
今
朝

吾
第⒗

師
団
長
日
記
よ
り
）

「
約
半
年
に
亘
る
戦
闘
中
に
覚

え
た
の
は
強
姦
と
強
盗
位
の
も

の
だ
」
（
陸
軍
次
官
「
支
那
事

変
地
よ
り
帰
還
す
る
軍
隊
及
軍

人
の
言
論
指
導
取
り
締
ま
り
に

関
す
る
件
」
一
九
三
九
年
二

月
）以

上
、
記
さ
れ
た
捕
虜
の
組

織
的
殺
害
、
婦
女
子
へ
の
強
姦

・
殺
害
、
一
般
市
民
の
理
由
無

き
殺
害
・
略
奪
・
放
火
こ
れ
等

の
も
の
は
全
て
国
際
法
に
抵
触

し
、
こ
れ
ら
を
総
じ
て
南
京
大

虐
殺
事
件
が
起
き
た
の
で
あ

る
。最

近
の
国
際
情
勢
は
、
過
度

な
自
国
の
国
益
優
先
の
命
題
論

理
で
推
移
し
、
国
際
社
会
の
秩

序
が
崩
壊
し
は
じ
め
て
い
ま

す
。
日
本
に
お
い
て
も
安
倍
政

権
は
そ
の
流
れ
に
乗
っ
て
、
憲

法
違
反
の
戦
争
法
を
策
定
し
、

ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争
共
同
体
と

な
り
、
急
速
な
軍
拡
を
進
め
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
な
か
去

る
参
議
院
議
員
選
挙
の
結
果
、

改
憲
推
進
派
議
員
の
数
が
参
議

院
議
員
総
数
の
三
分
の
二
を
超

え
、
平
和
日
本
国
憲
法
を
取
り

巻
く
情
勢
も
極
め
て
危
険
な
状

態
に
な
り
ま
し
た
。

戦
争
法
案
や
憲
法
の
改
正

は
、
過
去
の
事
実
か
ら
逃
避
と

も
と
れ
、
中
国
や
韓
国
等
の
周

辺
国
と
の
友
好
に
大
き
な
歪
を

生
み
出
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。過

去
の
歴
史
を
知
り
、
民
主

主
義
の
も
と
で
改
憲
反
対
の
声

を
広
げ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

講師の井上久士さん

七
月
七
日
、
日
本
国
憲
法

擁
護
、
戦
争
反
対
運
動
の
一

環
と
し
て
開
か
れ
た
学
習

会
、
日
中
友
好
協
会
東
京
都

連
主
催
「
今
、
日
本
の
戦
争

を
考
え
る
！

盧
溝
橋
事
件

勃
発
と
南
京
事
件
の
真
実
」

と

題
し
て
、
駿
河
台
大
学

教
授
で
日
中
友
好
協
会
副
会

長
も
務
め
る
井
上
久
士
さ
ん

の
講
演
を
取
材
し
ま
し
た
。

【
南
千
住
・
竹
達
浩
記
者
】

柳
条
湖
事
件

天
頂
山
事
件

リ
ッ
ト
ン
報
告
書

国
共
両
党
の
和
解

盧
溝
橋
か
ら
全
面
戦
争
へ

首
都
南
京
侵
攻
へ

参加者で埋まる会場
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じ
取
れ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
、

大
企
業
の
経
営
方
針
に
つ
い
て

報
告
が
あ
っ
た
。

「
残
業
代
ゼ
ロ
で
働
か
せ
放

題
に
な
っ
て
し
ま
う
」
、
「
解

雇
の
金
銭
解
決
制
は
不
当
解
雇

で
も
カ
ネ
で
追
い
出
し
が
可
能

と
な
る
」
、
「
雇
用
仲
介
事
業

の
あ
り
方
見
直
し
、
派
遣
と
職

業
紹
介
の
垣
根
を
低
く
す
る
」

こ
れ
か
ら
働
く
労
働
者
に
と
っ

て
は
赤
信
号
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。フ

ジ
ビ
闘
争
で
は
、
会
社
は

労
働
委
員
会
で
二
度
に
渡
り
和

解
の
席
を
け
っ
た
あ
げ
く
「
会

２０１６年９月１０日 第５７５号

【
荒
川
・
磯
部
正
三
通
信

員
】
８
月
28
日
（
日
）
毎
年
恒

例
の
行
事
と
な
っ
た
荒
川
分
会

の
東
京
湾
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
に
27

人
の
仲
間
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
朝
か
ら
曇
り
空
で

出
船
の
時
間
に
は
雨
が
降
り
始

め
ま
し
た
。
時
折
、
冷
た
い
雨

が
吹
き
込
む
も
の
の
、
若
者
た

ち
の
熱
気
と
、
大
音
量
で
流
れ

る
ダ
ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
や
浴

衣
ダ
ン
サ
ー
ズ
の
踊
り
が
、
雨

を
吹
き
飛
ば
し
、
私
た
ち
の
年

齢
す
ら
も
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。
会
場
の
熱
気
が
上
が
る
と

踊
り
だ
す
仲
間
も
出
て
き
て
最

高
潮
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

一
方
、
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
は
低

く
漂
う
雨
雲
が
、
湾
岸
の
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
の
光
を
よ
り
一
層
引

き
立
た
せ
、
幻

想
的
な
景
色
を

演
出
し
て
く
れ

ま
し
た
。
羽
田

空
港
を
飛
び
交

う
ジ
ェ
ッ
ト
機

の

列

を

間

近

に
、
白
波
を
切

り
進
む
「
サ
ル

ビ
ア
号
」
が
気

分
を
一
新
さ
せ

て
く
れ
、
改
め

て
若
さ
を
取
り

戻
し
、
21
時
頃

に
帰
港
と
な
り

ま
し
た
。

今
、
世
界
は
、
テ
ロ
な
ど

底
の
な
い
混
迷
の
淵
に
沈
下

中
で
す
、
こ
の
現
象
の
発
端

は
時
代
を
さ
か
の
ぼ
る
こ

と
、
一
七
六
○
年
代
に
イ
ギ

リ
ス
で
起
き
た
産
業
革
命
も

要
因
の
一
部
で
す
。

産
業
革
命
に
よ
っ
て
産
業

の
技
術
的
基
礎
が
一
変
し
、

手
工
業
的
な
作
業
所
に
代
わ

っ
て
機
械
設
備
に
よ
る
大
工

業
が
成
立
し
、
社
会
構
造
が

根
本
的
に
変
化
し
て
近
代
資

本
主
義
が
確
立
し
た
。

一
八
三
〇
年
以
降
欧
州
諸

国
に
波
及
し
、
世
界
的
に
生

産
は
拡
大
、
そ
れ
に
伴
い
資

源
の
争
奪
も
余
儀
な
く
進
行

し
た
。

世
界
の
資
源
争
奪
戦
の
最

先
端
に
君
臨
し
て
い
た
の

も
、
帝
国
を
形
成
し
て
い
た

イ
ギ
リ
ス
で
す
。
イ
ギ
リ
ス

帝
国
は
世
界
の
面
積
の
四
分

一
の
国
々
を
、
植
民
地
支
配

を
し
て
収
奪
を
し
ま
し
た
。

他
の
欧
州
有
力
国
、
ま
た

は
中
東
有
力
国
も
植
民
地
支

配
に
乗
り
出
し
、
日
本
も
傲

慢
な
東
洋
の
雄
を
自
認
し
た

政
府
・
財
界
・
知
識
人
が
、

歴
史
的
に
市
民
革
命
を
経
験

し
て
い
な
い
市
民
権
（
基
本

的
人
権
）
の
無
い
国
民
の
命

を
武
器
と
し
て
、
資
源
争
奪

侵
略
戦
争
を
開
始
し
た
。

支
配
さ
れ
た
国
は
、
国
の

秩
序
、
即
ち
制
度
・
教
育
・

宗
教
・
文
化
の
制
約
、
資
源

収
奪
は
生
活
の
困
難
を
極
め

歴
史
的
憤
怒
の
基
と
な
る
。

（
Ｈ
）

 夏の夜のひとときを！

若さを執り戻しダンス・ダンス・ダンス！

【
日
暮
里
一
・
川
又
好
一
記

者
】
２
０
１
６
年
荒
川
区
労
評

夏
季
合
宿
が
８
月
27
～
28
日
の

二
日
間
箱
根
湯
本
の
「
箱
根
路

開
雲
」
に
て
、
区
労
評
の
10
単

組
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦
共
和
国

の
最
大
都
市
ヤ
ン
ゴ
ン
の
清
掃

労
働
者
の
現
状
を
映
像
で
見

た
。
上
映
時
間
は
19
分
で
あ
っ

た
。高

額
所
得
者
が
住
む
住
宅
街

の
ゴ
ミ
は
、
お
金
に
な
る
物
が

あ
っ
て
、
市
清
掃
局
職
員
と
個

人
の
清
掃
業
者
と
の
奪
い
合

い
。
貧
し
い
住
宅
街
の
ゴ
ミ
は

お
金
に
な
る
物
は
何
も
無
い
現

状
。日

本
か

ら
清
掃
の

プ
ロ
が
ヤ

ン
ゴ
ン
の

現
地
で
清

掃
業
務
を

教
え
、
労

働
組
合
を

作
る
映
像

だ
っ
た
。

労
働
団

体
や
、
団

体
の
機
関

紙
活
動
を

サ
ポ
ー
ト

す
る
連
合

通
信
社
の

伊
藤
編
集

長
か
ら
、

取
材
で
感 区

労
評
夏
季
合
宿

労
働
組
合
の
今
後
の
在
り
方

荒川区労評の仲間たち

社
の
イ
メ
ー
ジ
を
傷
つ
け
た
か

ら
損
害
を
支
払
え
！
」
と
言
っ

て
、
労
働
組
合
を
訴
え
ず
、
解

雇
さ
れ
た
組
合
役
員
３
人
「
個

人
」
に
対
し
て
、
高
額
の
賠
償

を
請
求
す
る
「
ス
ラ
ッ
プ(

恫

喝)

裁
判
」
を
起
こ
し
ま
し

た
。
法
の
番
人
で
あ
る
東
京
地

裁
も
高
裁
も
、
労
働
組
合
法
８

条
に
反
し
た
判
決
で
３
人
に

「
３
５
０
万
円
」
を
払
え
と
な

っ
た
。
こ
ん
な
判
決
が
ま
か
り

通
れ
ば
、
い
ま
認
め
ら
れ
て
い

る
労
働
組
合
活
動
で
さ
え
、
会

社
や
当
局
か
ら
、
い
つ
で
も
裁

判
に
訴
え
ら
れ
、
労
働
組
合
の

活
動
が
「
個
人
」
の
責
任
に
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
現
在
で
は

最
高
裁
に
上
告
し
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
労
働
組
合
の
団
結

で
不
当
判
決
を
跳
ね
返
そ
う
と

訴
え
、
勝
利
を
目
指
し
４
年
目

を
迎
え
る
９
・
14
社
前
集
会
へ

の
参
加
を
呼
び
掛
け
た
。

す
べ
て
の
労
働
組
合
の

団
結
で
不
当
判
決
を

跳
ね
返
そ
う
！

報
道
の
立
場
か
ら
見
た

雇
用
労
働
政
策
の
変
遷

フ
ジ
ビ
闘
争
４
周
年

地域公演案内

組合員と同居の親族まで地域公演を観劇された方に補
助金が出ます。 2,000円～4,999円の観劇は500円、
5,000円以上の観劇は1,000円の補助金がでます。

観劇補助の申請は観劇日より１カ月以内。チケットの
半券を持参し組合事務所へお越しください。

お申し込みは、

ＡＣＣ（公財）荒川区芸術文化振興財団ホームページへ

●爆笑ひぐらし名人会

９月24日（土）

昼の部：午後２時開演、夜の部：午後５時開演

サンパール荒川 大ホール

昼の部：前売り2,000円、当日2,500円

夜の部：前売り1,000円、当日1,500円

昼夜通し：前売り2,500円、当日3,000円

●三遊亭鳳楽 独演会

10月27日（木）午後６時30分開演

日暮里サニーホール

前売 2,000円 当日 2,500円

●ＡＲＡＫＡＷＡクラシックＢＯＸⅢ

11月29日（火）午後７時開演

日暮里サニーホールコンサートサロン

一般 2,000円 高校生以下 1,500円

恋活Ｐａｒｔｙ
11月27日（日）開場14時45分 開始15時15分～

パセラリゾーツ上野公園前店２階「GRACE BALI」

【参加条件】① 20～40歳代までの組合員の男女
② 組合員の関係者の女性（独身）

【参 加 費】男性：4,000円 女性：2,000円
【定 員】男性：10人 女性 10人 ◎お申込は支部へ◎

※東部ブロック全体の取組みで総勢100人予定
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昭
和
16
年
に

小
学
校
を
国
民

学

校

と

改

称

し
、
こ
の
年
に

太
平
洋
戦
争
が

開
戦
と
な
り
ま

し
た
。

昭
和
20
年
８

月
14
日
。
日
本

政
府
が
、
ポ
ツ

タ
ム
宣
言
の
受

諾
を
国
連
軍
各

国
に
通
告
し
、

終

戦

し

ま

し

た
。戦

時
中
、
児

童
は
福
島
に
疎
開
し
、
校
舎
も

消
失
す
る
こ
と
な
く
戦
火
を
ま

ぬ
が
れ
た
が
、
昭
和
34
年
、
現

在
の
鉄
筋
三
階
建
て
18
教
室
が

完
成
し
ま
し
た
。

関
東
大
震
災
、
太
平
洋
戦
争

を
く
ぐ
り
抜
け
て
き
た
歴
史
を

持
つ
、
地
域
住
民
の
誇
り
あ
る

小
学
校
で
す
。

２０１６年９月１０日 第５７２号

組
合
に
加
入
し
て
38
年
に

な
る
、
寺
門
喆
二
（
テ
ツ

ジ
）
さ
ん
宅
を
訪
問
し
、
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
15
年
程
前
ま
で
は
執
行

委
員
と
し
て
活
動
を
し
て
き

ま
し
た
。
現
在
は
西
尾
久
分

会
の
２
群
の
た
め
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
役
に

立
ち
た
い
一
心
で
、
平
成
15

年
頃
ま
で
は
自
宅
を
拡
大
セ

ン
タ
ー
と
し
て
使
っ
て
頂
き

ま
し
た
。
拡
大
の
時
に
は
必

死
に
声
を
掛
け
て
回
り
、
か

れ
こ
れ
70
人
く
ら
い
の
仲
間

に
組
合
に
加
入
し
て
も
ら
っ

て
き
ま
し
た
。

今
で
は
趣
味
の
へ
ら
鮒
釣

り
を
し
て
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
先
日
も
、
潮
来
ま
で
多

く
の
仲
間
と
釣
り
に
出
か
け

て
40
セ
ン
チ
の
へ
ら
鮒
を
釣

り
上
げ
ま
し
た
。
体
力
も
衰

え
て
き
た
せ
い
か
、
40
セ
ン

チ
の
へ
ら
鮒
と
も
な
る
と
、

手
元
に
寄
せ
て
抜
き
上
げ
る

の
に
苦
労
し
ま
し
た
」

取
材

小
野
澤
富
彦
記
者
＝

西
尾
久
分
会
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『 怒り 』

李 相 日 監督

東
京
・
八
王
子
市
で
中
年

夫
婦
惨
殺
事
件
が
発
生
し
、

犯
行
現
場
に
は
「
怒
」
の
血

文
字
が
残
さ
れ
て
い
た
。
事

件
は
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に

報
道
さ
れ
ま
す
が
、
犯
人
は

顔
を
整
形
し
て
逃
亡
を
続
け

る
。ド

ラ
マ
が
始
ま
る
の
は
、

そ
の
１
年
後
。
三
つ
の
町
で

３
人
の
人
物
が
そ
れ
ぞ
れ
、

３
人
の
男
と
出
会
う
。
千
葉

の
港
町
で
は
元
風
俗
嬢
の
愛

子
（
宮
﨑
あ
お
い
）
が
新
米

漁
師
・
田
代
（
松
山
ケ
ン
イ

チ
）
に
、
東
京
の
ゲ
イ
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
会
社
員
の
優
馬

（
妻
夫
木
聡
）
が
大
西
（
綾

野
剛
）
に
、
沖
縄
の
離
島
で

は
高
校
生
の
泉
（
広
瀬
す

ず
）
が
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
の

田
中
（
森
山
未
来
）
に
。

田
代
・
大
西
・
田
中
の
共

通
点
は
前
歴
不
詳
で
あ
る
こ

と
。
周
囲
は
彼
ら
に
引
き
付

け
ら
れ
な
が
ら
も
、
公
開
さ

れ
た
手
配
写
真
を
見
て
疑
念

を
抱
き
始
め
る
の
だ
っ
た
。

「
信
じ
る
」
と
は
何
か
を
、

問
い
か
け
る
作
品
だ
。
９
月

17
日
よ
り
全
国
東
宝
系
で
公

開
。

Ｃ
2016

「
怒
り
」
製
作
委
員
会

現在の校門

大
正
４
年
に
峡
田
尋
常
高
等

小
学
校
分
教
場
と
し
て
設
立
し

ま
し
た
。

現
在
の
荒
川
区
立
第
二
峡
田

小
学
校
の
前
身
で
あ
る
、
東
京

都
北
豊
島
郡
第
二
峡
田
尋
常
小

学
校
と
し
て
大
正
８
年
９
月
13

日
に
９
学
級
、
児
童
５
７
９

人
、
職
員
９
人
で
独
立
を
し
ま

し
た
。

旧
校
歌
は
大
正
12
年
に
で

き
、
現
在
の
校
歌
は
昭
和
22
年

に
作
詞
浅
沼
茂
雄
、
校
閲
窪
田

空
穂
、
作
曲
松
永
子
枝
で
出
来

ま
し
た
。
交
通
信
号
の
は
し
り

と
も
言
え
る
【
木
製
信
号
機
】

が
登
場
し
た
の
も
こ
の
年
９
月

で
、
上
野
広
小
路
交
差
点
に
設

置
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

三
河
島
を
表
す
言
葉
で
「
峡

田
」
と
い
う
名
前
が
あ
り
ま

す
。
荒
川
区
の
大
部
分
は
将
軍

家
の
菩
提
寺
寛
永
寺
の
治
め
る

土
地
で
、
峡
田
領
と
呼
ば
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
峡
田
小
学
校
の

名
が
つ
き
ま
し
た
。

大正当時の校門の様子（創立60周年記念誌より）

第二峡田
小学校

震
災
に
も
負
け
ず
、
戦
火
に
も
負
け
ず

人
や
自
然
と
の
体
験
か
ら
学
ぶ

７

今
年
で
創
立
97
周
年
を
迎
え
る
第
二
峡
田
小

学
校
へ
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

非
常
に
長
い
歴
史
を
持
つ
学
校
で
、
人
権
教

育
を
特
別
な
教
育
活
動
で
は
な
く
、
全
学
校
生

活
を
通
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
①
よ

く
学
ぶ
子
、
②
思
い
や
り
の
あ
る
子
、
③
元
気

な
子
を
目
標
に
学
校
教
育
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
人
や
自
然
か
ら
得
ら
れ
る
感
動
を
大
切

に
、
子
供
達
が
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

文
・
写
真

並
木
博
記
者
（
荒
川
）

「
峡
田
」
の
由
来

大
正
12
年
９
月
１
日
の
関
東

大
震
災
に
も
校
舎
は
耐
え
ま
し

た
。昭

和
６
年
第
五
峡
田
小
学
校

が
新
設
し
た
こ
と
に
伴
い
児
童

の
一
部
が
転
校
し
ま
し
た
。
昭

和
14
年
第
九
峡
田
小
学
校
が
新

設
し
た
こ
と
で
児
童
２
４
０
人

が
移
り
ま
し
た
。

【

国

保

係
】
す
べ
て

の
国
保
組
合

は
、
厚
生
労

働
省
、
東
京

都
の
指
導
に

よ
り
、
定
期

的
に
組
合
員

の
資
格
確
認

を
行
う
こ
と

を
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま

す
。こ

の
資
格

確
認
で
は
組

合
員
の
み
な

さ
ん
が
建
設

産
業
に
従
事

し
て
い
る
こ

と
を
確
認
す

る
た
め
に
公
的
（
客
観
的
）
な

書
類
を
提
出
し
て
も
ら
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
国
保
組
合
に
届

出
さ
れ
て
い
る
就
業
実
態
区
分

が
「
事
業
所
に
所
属
し
て
い
な

い
外
注
手
間
請
け
・
日
当
で
加

入
し
て
い
る
組
合
員
」
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
「
就
業
実

態
（
保
険
料
区
分
・
事
業
所
・

業
種
）
申
告
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
・
押
印
の
う
え
、
「
業

種
確
認
書
類
」
（
所
得
税
の
確

定
申
告
書
Ｂ
の
控
え
、
労
働
保

険
特
別
加
入
証
明
書
、
請
求
書

な
ど
）
と
セ
ッ
ト
で
支
部
事
務

所
へ
ご
提
出
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し

就業実態申告書の提出を
国保組合からのお願い

●
中
野

優
さ
ん

16
年
７
月
６
日
逝
去

享
年

81
歳
（
日
暮
里
二
・
建
築
大

工
）

●
江
沢

実

さ
ん

16
年
８
月
28
日
逝
去

享
年

84
歳
（
南
千
住
・
塗
装
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

た
ら
、
支
部
事
務
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
提
出
が
無

い
場
合
は
次
年
度
の
保
険
証
が

交
付
さ
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、

国
保
組
合
の
加
入
資
格
を
喪
失

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

釣り仲間と

荒川区内に住所を有する全世帯を対象に【感震ブレーカー】の助成制

度がはじまりました。事前に荒川区へ所定の書類を提出し交付決定通

知書を受け取ってから設置工事の手配を進めます。一般世帯なら上限

６万（助成率1/2）、特定世帯なら上限10万円（助成率5/6）で掛かっ

た工事費用が助成率に応じて助成されます。詳しくは支部へ！


